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　この度，糖尿病治療に携わってきた理学療法士の編
集により『糖尿病の理学療法』が刊行されました．
　これまで理学療法の領域は，主に神経系，運動器系，
小児・発達，内部障害に区分されてきました．このう
ち，内部障害は呼吸，循環，代謝に細区分されていま
したが，近年では，対象者の増加，運動療法の治療的
根拠の蓄積，保険制度の変更などが相まって，それぞ
れの領域で積極的な取り組みが加速しています．糖尿
病については，以前から，薬物・食事・運動の 3つの
療法を合理的に組み合わせることが重要とされ，運動
がインスリン抵抗性に与える影響などについて，多く
の研究が進んでいます．運動療法と理学療法の違いに
ついての検証は十分に進んでいませんが，合併症を有
する対象者や重症者への理学療法への期待は年々高
まっていました．
　このようななかで，2013年に日本糖尿病理学療法学
会が設立され，現在，3,015名（2015年 4月時点）が登
録しています．この機会に，これまでの糖尿病の理学
療法の現状と展望を書籍としてまとめられたことは，
誠に時機を得た意義深いものと存じます．
　本書は，総論と各論の 2部構成で，まず，人類の進
化を踏まえた広い視点から糖尿病を捉え，分子生物学
に加えて，療養，チーム医療という社会のなかでの医
療について示唆に富む内容が展開されています．総論
では，生活習慣病，非感染性疾患（non communicable 
diseases：NSDs）全体に通じる患者・療養者中心の視
点に立った論旨で，医療者のプロフェッショナリズム
を涵養するうえでの共通の考え方が示されています．

各論では，理学療法の枠組み，運動と生活活動を含ん
だ身体活動，合併症に対する理学療法に続き，行動科
学的な理論を踏まえた個別・集団指導について言及さ
れています．また，高齢者については独立した章で解
説を進め，最後は糖尿病治療に携わる理学療法士に有
益な 11のトッピクスについて紹介されています．
　各章は，それぞれの専門職のエキスパートが平易に
記述しており，最新の知見を含めた内容になっていま
す．また，メジカルビュー社の特徴でもある精錬され
た図と写真が見やすく，テキストとしての質感やレイ
アウトは上品な仕上がりです．
　糖尿病の治療の目的は，血糖のコントロールではな
く，合併症の発症と進行を予防し，健康寿命を延伸す
ることにあります．この目的をまっとうするために
は，チーム医療が不可欠であり，本書監修者の言葉に
もあるように，それぞれの専門職がどのような役割を
果たすかは，それぞれの専門職自身が明らかにする必
要があります．
　本書は，幅広い内容がコンパクトにまとめられてお
り，学生や初学者にとって非常によいテキストであ
り，専門領域以外の医療者や，この領域を指導する際
の手引き書として専門家が活用されることをお奨めし
ます．
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